






 

研究目的 

昨年の流早死産分科会でも報告した様に,我々が経験した抗 D 抗体感作例の中

に 1 例,交換輸血が必要であったにもかかわらず臍帯血の溶血局線が重症黄疸

発生を余地するものとに全く違った,成人のパターンによく似た症例があった

ため、赤血球膜の抵抗性を見るだけでは感作例の予後を判定出来ないこともあ

ると考え,濃度勾配のついた食塩水コイルの代りに,17～22％ウシ血清アルブミ

ン溶液を濃度勾配をつけずに注入した。 


